
 12月定例会に提出された議案と審議結果は次のとおりです。 議案等の審議結果 
◆市長提案

件　　　　名 審議結果

第７８号

第７７号

第７６号

第７５号
第７４号
第７３号
第７２号
第７１号
第７０号

第６９号

第６８号

第６７号

第６６号
第６５号

深谷市営グラウンド条例の一部を改正する条例
の一部を改正する条例
深谷市消防本部及び消防署の設置に関する条例
深谷市深谷テラスパーク条例の一部を改正する条例

深谷市総合支所設置条例の一部を改正する条例
深谷市都市公園条例の一部を改正する条例
深谷市農村公園条例の一部を改正する条例
深谷市農村婦人の家条例を廃止する条例
深谷市川本農民センター条例を廃止する条例
深谷市農業総合センター条例を廃止する条例
運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
深谷市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
を改正する条例
深谷市災害派遣手当等の額に関する条例の一部
の一部を改正する条例
深谷市重度心身障害者医療費支給に関する条例
深谷市国民健康保険税条例の一部を改正する条例
深谷市手数料条例の一部を改正する条例

可決

可決

可決

可決
可決
可決
可決
可決
可決

可決

可決

可決

可決
可決

◆議員提案 ◆請願

件　　　　名 審議結果

第９３号

第９２号

第９１号
第９０号
第８９号

第８８号

第８７号

第８６号
第８５号
第８４号
第８３号
第８２号
第８１号
第８０号

令和５年度深谷市一般会計補正予算(第９号)

令和５年度深谷市国済寺土地区画整理事業特別
会計補正予算(第２号)

令和５年度深谷市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
令和５年度深谷市一般会計補正予算(第８号)
深谷市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例

深谷市会計年度任用職員の報酬等に関する条例
の一部を改正する条例

深谷市市長、副市長及び教育長の給与等に関する
条例等の一部を改正する条例

令和５年度深谷市水道事業会計補正予算（第１号）
令和５年度深谷市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
令和５年度深谷市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
令和５年度深谷市一般会計補正予算(第７号)
市道路線の認定について
市道路線の廃止について
指定管理者の指定について

可決

可決

可決
可決
可決

可決

可決

可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決

第７９号 財産の処分について 可決

議案番号 件　　　　名 審議結果

第４号
第３号

第２号

発達障害児に対する現行制度の見直しを求める意見書
深谷市議会の議員の議員報酬等の特例に関する条例

深谷市議会の議員の議員報酬及び費用弁償に
関する条例の一部を改正する条例

可決
可決

可決

請願番号 件　　　　名 審議結果

第１号 「発達障害児に対する現行制度の見直しを求め
る意見書」の提出を求める請願書 採択

議案番号 議案番号

※議長は可否同数のみ採決に参加します。

【 〇：賛成、×：反対 】

会　派　名 深谷同志会 深和会 公明党 元氣会日本共産党 小林ミルク無会派
議  員  名

議  案  等
国民健康保険税条例の一部を改正する条例 
指定管理者の指定について
（各生涯学習センター・公民館，誠之堂・清風亭） 

可　決

可　決

 全会一致とならなかった提出案件審議結果と各議員の賛否一覧                          

審
議
結
果

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○
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議案Q&A・請願・採決表

　

「
避
難
所
と
し
て
残
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
が
出
て
い
た
が
、
そ
の
対
応
は
。

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
上
、
水
没
す
る
地
域
に
な
る
た
め
、
埼

玉
県
農
林
公
園
を
避
難
所
と
し
て
開
設
で
き
る
よ
う
協
定
を

結
び
、
対
応
し
て
い
る
。

　

跡
地
の
活
用
に
つ
い
て
方
向
性
を
示
す
べ
き
で
は
。

　

隣
接
す
る
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
は
当
面
の

間
、
存
続
と
い
う
結
論
に
な
っ
た
。
跡
地
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

　

検
討
し
て
い
く
中
で
、
地
域
住
民
の
意
見
を
よ
く
聞
い
て

い
た
だ
き
た
い
が
、
い
か
が
か
。

　

自
治
会
代
表
や
社
会
教
育
委
員
等
で
組
織
さ
れ
る
検
討
委
員

会
で
議
論
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
が
、

情
報
を
収
集
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

▼
請
願
第
１
号
（
採
択
）

　

「
発
達
障
害
児
に
対
す
る
現
行
制
度
の
見
直
し
を
求
め
る

意
見
書
」
の
提
出
を
求
め
る
請
願
書

　

深
谷
市
民
間
保
育
協
議
会
会
長　
　
　
　
　

河
田　

増
子

　　

発
達
障
害
と
い
う
も
の
を
、
社
会
の
中
に
浸
透
さ
せ
て
い

く
の
が
一
番
い
い
こ
と
だ
と
思
う
。
そ
の
観
点
か
ら
、「
疑

い
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
関
わ
る
保
育
の
手
間
を
よ
り
厚
く
す

る
べ
き
だ
と
思
う
の
で
、
こ
の
意
見
書
は
提
出
す
る
べ
き
で

あ
る
。　
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国
民
健
康
保
険
の
加
入
状
況
は
。

　

令
和
４
年
度
の
加
入
世
帯
は
１
万
９
，
６
０
７
世
帯
で
、

全
体
の
約
90
パ
ー
セ
ン
ト
が
被
保
険
者
１
人
ま
た
は
２
人
の

世
帯
で
あ
る
。

　

税
率
改
正
の
影
響
は
、
ど
の
程
度
か
。

　

税
率
改
正
に
よ
り
、
国
保
加
入
世
帯
の
約
80
パ
ー
セ
ン

ト
、
１
万
５
，
９
４
４
世
帯
で
平
均
５
，
５
０
０
円
程
度
の

増
額
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

産
前
産
後
期
間
相
当
分
の
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
と

は
。

　

令
和
５
年
５
月
に
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
が
成
立
し
、
創
設
さ
れ
た
産
前
産
後
期
間
相
当
分
の
国
保

税
軽
減
制
度
を
本
市
に
お
い
て
も
導
入
す
る
。
軽
減
対
象

は
、
出
産
す
る
予
定
、
ま
た
は
出
産
し
た
被
保
険
者
で
、
出

産
予
定
日
、
ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
前
月
か
ら
４
か

月
間
分
、
双
子
な
ど
の
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出
産
予
定

日
、
ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
３
か
月
前
か
ら
６
か
月

間
分
の
国
保
税
の
所
得
割
額
及
び
均
等
割
額
を
軽
減
す
る
。

　

法
定
軽
減
や
産
前
産
後
の
軽
減
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
該
当

し
な
い
方
は
、
国
民
健
康
保
険
税
が
現
在
で
も
高
い
。
今
回

は
令
和
６
年
度
の
引
上
げ
だ
が
、
７
年
度
も
引
上
げ
予
定
に

な
っ
て
い
る
。
経
済
的
に
諸
物
価
が
上
が
っ
て
大
変
な
状
況

の
中
で
、
国
保
税
の
引
上
げ
に
賛
成
し
か
ね
る
た
め
、
条
例

改
正
に
は
反
対
で
あ
る
。　
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国
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健
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保
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条
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農
業
総
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セ
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A　

　
Q　

　
A　

　
Q　

　
A

　
　

　

公
共
施
設
適
正
配
置
計
画
に
基
づ
き
施
設
を
廃
止
す
る
た

め
、
関
係
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

改正
　
　
Q　

　
　
　
A　

　
Q　

　
Q 　

　
A　

　
A

　
　

　

令
和
６
年
度
国
民
健
康
保
険
税
の
保
険
税
率
等
の
改
正

及
び
産
前
産
後
期
間
相
当
分
の
国
民
健
康
保
険
税
軽
減
制

度
の
創
設
に
伴
う
条
例
改
正
で
す
。

公
民
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等
の
指
定
管
理

指定

　
　

　

各
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー･

公
民
館
及
び
誠
之
堂･

清
風
亭

の
管
理
に
関
し
、
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
も
の
で
す
。

　
　

反
対
討
論

　

公
民
館
に
お
け
る
管
理
業
務
基
準
書
で
は
、
人
員
配
置
の

具
体
的
な
人
数
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
公
民
館
長
と
職
員

の
２
名
の
配
置
も
あ
り
得
る
様
な
内
容
だ
が
、
な
ぜ
こ
の
よ

う
に
記
載
し
た
の
か
。

　

公
民
館
の
人
事
で
法
定
さ
れ
て
い
る
の
は
館
長
の
み
で
、

他
の
職
員
の
配
置
に
つ
い
て
は
指
定
管
理
者
の
裁
量
の
範
囲

と
し
て
い
る
。
管
理
業
務
基
準
書
に
は
参
考
と
し
て
現
在
の

人
員
配
置
を
記
載
し
、
自
治
会
長
会
議
で
の
意
見
等
を
踏
ま

え
地
域
振
興
財
団
と
協
議
し
、
「
業
務
が
安
定
す
る
ま
で
の

間
は
現
在
の
職
員
体
制
を
継
続
す
る
。
安
定
後
は
、
協
議
を

し
な
が
ら
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
流
動
的
な
職
員
配
置
を

考
え
て
い
く
。
」
と
の
回
答
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

業
務
が
安
定
し
た
後
は
協
議
を
し
て
、
流
動
的
な
人
員
配

置
も
あ
り
得
る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
際
は
市
に
も
協
議
が

さ
れ
る
の
か
。

　

人
員
配
置
に
つ
い
て
は
、
年
度
協
定
書
を
結
ぶ
段
階
で
地

域
振
興
財
団
と
協
議
を
し
て
い
く
。
ま
た
、
毎
年
度
、
適
正

に
業
務
が
行
わ
れ
て
い
る
か
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
行
い
、

職
員
体
制
に
つ
い
て
も
問
題
が
な
い
か
確
認
し
な
が
ら
検
討

あ
る
い
は
提
案
を
し
て
い
た
だ
く
。

　

業
務
が
安
定
し
た
後
は
職
員
の
減
も
あ
り
得
る
。
そ
れ
は

公
民
館
で
働
く
職
員
の
過
重
負
担
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

に
つ
な
が
る
の
で
反
対
で
あ
る
。
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令和５年度補正予算など議案等33件を審議
手数料条例の一部を改正する条例や
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　令和５年第４回定例会は11月24日に開会し、12月14日までの21日間の日程で開かれました。

　今定例会では、市長から29件、議員から３件の議案が提出されました。また、請願１件の提出が

あり、それぞれ審議を行いました。

　これらの議案についての審議結果は、３ページの表のとおりです。

　令和５年第４回定例会は11月24日に開会し、12月14日までの21日間の日程で開かれました。

　今定例会では、市長から29件、議員から３件の議案が提出されました。また、請願１件の提出が

あり、それぞれ審議を行いました。

　これらの議案についての審議結果は、３ページの表のとおりです。

賛
成
討
論

23


